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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果としては、（1）名前に関する新たな史料を発掘し整理
することができたこと、（2）さまざまな藩の名前に関する法令の存在を明らかにすることによ
って、仙台藩に見られたような法による人名統制という問題が単なる個別藩レベルに止まらな
い近世社会全体の特質であることを確認できたこと、（3）列島各地における具体的な人名の把
握に努めることにより、名前をめぐる慣行の地域差が浮き彫りになったこと、（4）近世の武士
身分が置かれた社会的な状況の変化について、名前、身なり、供連など、身分を表象する事柄
を切り口に描き出すことができたこと、（5）本研究を通して新しい研究テーマが見つかったこ
との 5点が挙げられる。 

 

研究成果の概要（英文）：The following are the results of this study; 

(1) To have newly discovered historical materials relating to names of people and organized them 

(2) To have brought to light the existence of laws and regulations relating to names in various Han and 

have confirmed that the problem of statutory control of personal names, which was seen in Sendai Han, 

was not only involved in the aspect of individual Han but was the characteristics of the society of the 

early Modern period 

(3) To have highlighted regional differences of customs relating to personal names through exerting effort 

to comprehend specific names in many places around Japan 

(4) To have depicted the changes of the social circumstances which samurai of this period was in from 

the angle of things such as names, clothes, and taking servants around, which tell the statuses of them  

(5) To have found a new subject of study. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は名前をめぐる問題から近世社会
の特質を描き出そうとするものであるが、従
来、「名前」は本格的な研究対象とはされて
来なかったテーマであり、研究開始当初は、
近世武家の「名」を素材に歴史像を提示しよ
うという研究は皆無に近い現状であった。そ
もそも歴史学自体が近隣諸学に比べ名前研
究が遅れていると言われており、日本におい
ていち早く研究を開始したのは法律学・宗教
学・民俗学などであった。 

 また、日本史学においても名前を構成する
要素のうち姓氏・苗字部分については比較的
古くから注目されているのに対し「名」部分
の研究は極めて少なく、名前を取り上げた研
究と言えば、日本中世史あるいは日本法制史
の専門家の研究であり、日本近世史を専門と
する研究者の間では名前が研究の対象とさ
えなっていないといった感があった。 

 そこで、こうした研究史的空白を埋め、か
つ、今後、近隣諸学との学際的研究を行って
いくためにも歴史学の立場から名前研究を
行う意義は十分にあると考え、名前関係史料
の発掘・整理という基礎的作業から研究をス
タートさせた。 

 

 

２．研究の目的 

 筆者の研究の全体構想は、近世社会におけ
るヒエラルヒー再生産の回路・秩序維持の装
置について考察し、社会経済史的なアプロー
チからだけでは見えてこない支配の実像に
迫るというものであり、これまで近世武家社
会を対象に身分格式をめぐる問題や儀礼を
めぐる問題、そして、名前をめぐる問題を通
してその実相を探ろうとしてきた。 

 本研究は、自身の研究テーマのうち名前に
関する研究をより一層発展させることを目
的としており、その理由は研究開始当初の名
前研究をめぐる学術的背景にあり、また、筆
者自身が名前研究の将来性に強く期待して
いたためでもある。 

 

 

３．研究の方法 

 筆者は、これまで、仙台藩伊達家を主たる
対象に、禁字をめぐる問題、官途・受領名を
めぐる問題、呼び名をめぐる問題といった 3
つの観点から名前研究を進めており、その過
程において同藩の名前政策や近世社会の名
前文化に関する様々な史料を発掘・収集して
きた。 

 本研究では、仙台藩に見られるような名前
についての諸法令や関連史料を全国規模で
確認するという基礎的な作業を行ってきた。
具体的には、日本列島を「北海道・東北」、「関
東」、「北陸・甲信越」、「東海」、「近畿」、「中
国・四国」、「九州・沖縄」の計 7つの地域に
分け、各自治体史の資料編に収められている
近世史料や刊行されている法令集・正史など
から名前関係記事を抜き出し、それを分類・
整理し、各藩や幕府などが実施した名前規制
の有無とその概要把握に努めてきた。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果については、以下のよう
にまとめられる。 
（1）まずは、名前に関する新たな史料自体
を発掘し整理することができたことが挙げ
られる。これまでに目を通した自治体史等の
刊行資料集は掲載されている史料の数や種
類・内容に藩ごと地域ごとのばらつきが見ら
れ、上記 7つのブロック全てについて十分な
調査を終えているとは言い難いが、それでも
106 の藩領、13 の幕府領、9 の旗本領につい
て調査することができ、その結果、先に挙げ
た 3つの研究テーマである、禁字をめぐる問
題、官途・受領名をめぐる問題、呼び名をめ
ぐる問題それぞれについて、多くの関連史料
を発見することができた。 
（2）また、史料を博捜し、さまざまな藩の
名前に関する法令の存在を明らかにするこ
とによって、仙台藩に見られたような法によ
る人名統制という問題が単なる個別藩レベ
ルに止まらない近世社会全体の特質である
ことを確認できたことも貴重な成果である。
研究開始当初から予想はしていたが、それを
裏付ける形となった。 
（3）ただし、列島各地域の状況が仙台藩と
全く同様であったわけではなく、諸大名家の
分限帳や検地帳・人別帳を通覧し列島各地に
おける具体的な人名の把握に努めた結果、名
前をめぐる慣行の地域差が浮き彫りになっ
た。例えば、17 世紀前半までの仙台藩で見ら
れたような官途・受領名に代表される武士的
な名の広がりは、少なくとも現在の東北～北
関東にあたる地域に広く見られたことが本
研究を通してわかってきたが、意外にも藩士
たちの名および領民たちの名に官途・受領名
や下司なしの省名・寮名・国名がほとんど見
られない藩もあることが判明し、さらに、近
世初頭の仙台藩領でも近江領では国名を名
乗る百姓が見られないとの指摘もあり、近世



以前の状況を含めて検討する必要がある。 
（4）名前に関する史料を博捜する過程で、
武士たちの行列・供連についての史料や諸藩
の無礼禁止令に関する史料など、本研究に直
結するわけではないが筆者の研究の全体構
想に関わる史料をも入手することができた
ことも幸運であった。その結果、近世の武士
身分が置かれた社会的な状況の変化につい
て、名前、身なり、供連など、身分を表象す
る事柄を切り口に描き出すことができた。 
（5）最後に、本研究を通して新しい研究テ
ーマが見つかったことも貴重な成果である。 
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